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さを知る目的で希土類金属合金中の SC~5 La~39 LU ,175 Gd~55 Gd~57 Tb~59 Dy~63 Er~67 の核磁気
共鳴( NMR )をスピンエコー法により1. 4K で観測した.合金の種類は常磁性金属である Sc ， La , 
Lu と Tb ， Dy, Ho , Er との合金及び Tb-Gd， Dy-Gd, Er-Gd, Tb-Dy , Tb-Er , Dy-Er 合金で
ある. 1.4K では， これ等の合金はすべて磁気的に秩序状態にある.これ等の合金に対する系統的
な NMR の実験により，磁気的相互作用については， Lu の内部磁場は Lu 合金の平均のスピンの値








清水君の論文は低温で、磁気整列相にある重希土類金属中に加えられた Sc ， La，および重希土類の
相互の固溶体合金中の Gd， Tb, Dy, Er , Lu の核磁気共鳴の広範囲の研究をまとめたものである.
その結果の解析から不対 4f電子による超微細相互作用，伝導電子による相互作用，格子点にあるイ
オンによる相互作用などを分離し，これらの合金の電子構造との関連において議論を進めている.ま
た，磁気構造についても二重円錐構造を実証した.これらはきわめて独創的な実験であるとともに重
希土類合金の超微細相互作用について重要な知見を与えるものであり，博士論文として十分の価値の
あるものと判断される.
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